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第
十
一
条
の
十
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
一
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
」
を
「
一
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
第
十
九
条
の
二
十
六
第
一
項
」
を
「
第

十
九
条
の
二
十
六
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
た

だ
し
書
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第

五
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

五

船
舶
か
ら
の
窒
素
酸
化
物
又
は
硫
黄
酸
化
物
の
放

出
量
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
装
置
の
使
用
に
伴
い
生

ず
る
廃
棄
物

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
か
ら
附
則
第
五
条
ま
で
及

び
附
則
第
七
条
の
規
定
は
、
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災

害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
一
条
第
二
号
に

掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
揮
発
性
物
質
放
出
防
止
措
置
手
引
書
に
係
る
海
洋
汚

染
等
防
止
証
書
の
有
効
期
間
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国

土
交
通
大
臣
が
揮
発
性
物
質
放
出
防
止
措
置
手
引
書
に

係
る
同
項
に
規
定
す
る
相
当
証
書
を
交
付
す
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
相
当
証
書
の
交
付
を
受
け
る
船
舶
が
現

に
有
効
な
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象
設
備
に
係
る
海
洋

汚
染
等
防
止
証
書
（
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
海
洋
汚

染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。）第
十
九
条
の
三
十

七
第
一
項
の
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
で
あ
っ
て
旧
法
第

十
九
条
の
三
十
六
の
表
に
規
定
す
る
大
気
汚
染
防
止
検

査
対
象
設
備
に
係
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。）の
交
付
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
改
正
法

附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
改
正
法
に
よ
る
改

正
後
の
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る

法
律
第
十
九
条
の
三
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付

し
た
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
と
み
な
さ
れ
る
当
該
相
当

証
書
の
有
効
期
間
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
船
舶
が
交
付
を
受
け
て
い
る
大
気
汚
染
防

止
検
査
対
象
設
備
に
係
る
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
の
有

効
期
間
の
満
了
す
る
日
ま
で
と
す
る
。

（
手
数
料
の
納
付
を
要
し
な
い
独
立
行
政
法
人
）

第
三
条

改
正
法
附
則
第
二
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る

独
立
行
政
法
人
は
、
独
立
行
政
法
人
水
産
大
学
校
、
独

立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
独
立
行
政
法

人
航
海
訓
練
所
及
び
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学

校
機
構
と
す
る
。

（
外
国
船
級
協
会
の
事
務
所
等
に
お
け
る
検
査
に
要
す

る
費
用
）

第
四
条

改
正
法
附
則
第
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す

る
船
舶
安
全
法
第
二
十
五
条
の
五
十
八
第
三
項
の
政
令

で
定
め
る
費
用
に
つ
い
て
は
、船
舶
安
全
法
施
行
令（
昭

和
九
年
勅
令
第
十
三
号
）第
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
五
条

改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
に
属
す
る
事
項
は
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
運
輸

局
長（
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。次
項
に
お
い
て
同
じ
。）

に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

地
方
運
輸
局
長
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ

ら
れ
た
事
項
の
一
部
を
運
輸
支
局
長
又
は
地
方
運
輸

局
、
運
輸
監
理
部
若
し
く
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
の
長

に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
窒
素
酸
化
物
の
放
出
量
に
係
る
放
出
基
準
に
関
す
る

経
過
措
置
）

第
六
条

次
に
掲
げ
る
原
動
機
（
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正

後
の
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
新
令
」と
い
う
。）

第
十
一
条
の
七
の
表
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
用
途
原

動
機
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）に
係
る
海
洋
汚
染
等

及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
の
三

の
政
令
で
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
放
出
量
に
係
る
放
出

基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十
一
条
の
七
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
船
舶
に
設
置
さ
れ
て

い
る
原
動
機

二

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
船
舶
に
設
置
さ
れ
る
原
動

機
三

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
建
造
に

着
手
さ
れ
た
船
舶
に
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
以
後

に
設
置
さ
れ
る
原
動
機
（
当
該
船
舶
が
建
造
さ
れ
た

後
に
設
置
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）

第
三
章
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
章
の
二

削
除

第
二
十
九
条
の
六

削
除

第
二
十
九
条
の
七
第
二
項
第
一
号
ロ
中
「
法
第
七
十

二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
、
法
第
七
十

二
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
」
を
「
法
第
七
十
二

条
の
四
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
を
削
り
、
第
五
章
中
第
四
十
条
を
第
三

十
九
条
と
す
る
。

附
則
第
一
条
の
二
中
「
附
則
第
七
条
第
三
項
」を「
附

則
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
一
条
の
三
中
「
附
則
第
七
条
第
四
項
」を「
附

則
第
十
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
を
削
り
、
附
則
第
二
条
の
三
を
附
則
第

三
条
と
す
る
。

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
退
職
被
保
険
者
等
所
属
市

町
村
に
」
を
「
法
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
退

職
被
保
険
者
等
所
属
市
町
村
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条

に
お
い
て「
退
職
被
保
険
者
等
所
属
市
町
村
」と
い
う
。）

に
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
平
成
二
十

年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
」
を
「
平
成
二
十
二
年
度

か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
」
に
改
め
る
。

（
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る

政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関

す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
四
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
を
削
る
。

第
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中「
当
該
市
町
村
が
令
」

を
「
当
該
市
町
村
が
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和

三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
。
以
下
「
令
」
と
い

う
。）」
に
改
め
る
。

四

平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
以
後
に
前
三
号
に
掲
げ

る
原
動
機
と
の
交
換
に
よ
り
船
舶
に
設
置
さ
れ
る
こ

れ
ら
と
同
一
の
型
式
の
原
動
機
（
こ
れ
に
類
す
る
も

の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。）

（
国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二

百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
七
号
、
第
百
四
十
九
条
第
六
号
及
び
第

百
五
十
条
第
三
号
中
「
及
び
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象

設
備
」
を
「
、
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象
設
備
及
び
揮

発
性
物
質
放
出
防
止
措
置
手
引
書
」
に
改
め
る
。

（
標
準
的
な
官
職
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

標
準
的
な
官
職
を
定
め
る
政
令
（
平
成
二
十
一

年
政
令
第
三
十
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
二
十
五
の
項
中
「
若
し
く
は
大
気
汚
染
防

止
検
査
対
象
設
備
」
を
「
、
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象

設
備
若
し
く
は
揮
発
性
物
質
放
出
防
止
措
置
手
引
書
」

に
改
め
る
。

総
務
大
臣

原
口

一
博

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た
め
の
国
民
健

康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
五
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

政
令
第
百
四
十
号

医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た
め
の
国

民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た
め

の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関

係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政

令
第
三
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

目
次
中
「
第
三
章
の
二

指
定
市
町
村
の
指
定
（
第

二
十
九
条
の
六
）」を
「
第
三
章
の
二

削
除
」に
改
め
、

「
・
第
四
十
条
」
を
削
る
。

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
条

削
除

第
二
十
六
条
中
「
、「
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
会
員

た
る
保
険
者
を
代
表
す
る
者
」
と
」
を
削
る
。

›™


		2010-05-18T14:57:14+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




